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テクニカル分析 
テクニカル分析の活用 
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テクニカルポイントとは転換点 

相場の予想は三つ 

方向/値幅/時間 

トレンド系とオシレーター系  

★その他パターン分析やローソク足も同時にみる 

重要なテクニカルポイント 

過去の高値と安値 ＮＹ終値 もみ合いレベル 

 

 

 

 

 



ローソク足 

ローソク足チャート 
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トレンド系 
ダウ理論とトレンドラインの種類 
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• 上昇トレンド…高値安値の各々がその前の高値安値より上 

• 下降トレンド…高値安値の各々がその前の高値安値より下 

 これらの動きが反対に行った時がトレンド転換 

• トレンド種類 

上昇トレンド曲線 

下降トレンド曲線  

扇形トレンド曲線 第１・２・３の線 

 

 



パターン分析 
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チャートを使ったテクニカル分析 
トレンド系：トレンドライン 

• トレンドには逆らわないのが鉄則 

• トレンドとトレンドの狭間にレンジ（もみ合い） 

• トレンドに乗ってポジションを持つ 

• 途中で売買しても根っこはトレンド方向 

• 過去の高値や安値もチャートポイント 

• ブレイクが騙しかどうか見極める 

ブレイク見極めのポイント： 

材料、或いはボリュームを伴ってブレイク 

トレンドに過去何度も跳ね返された後で長期トレンドが続く 

今のトレンドより長いトレンド線もブレイク 

ブレイク後にサポートとレジスタンスが入れ替わる（プルバック） 

二日以上ブレイクが続くとき 
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チャートを使ったテクニカル分析 
トレンド系：ダウ理論 

A:ハイリスク ハイリターン 

B：ミドルリスク ミドルリターン 

C:ローリスク ローリターン 

 

先行期：悪材料出尽くしで底値買い 

追随期：上昇中に追随して買いを入れる 

利食い期：上昇期が続いたところで先行期に買った利食い売り 
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トレンド系 
ダウ理論とトレンドラインの種類 
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トレンド系：トレンドラインの種類 
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ボリンジャーバンド 
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トレードの入口と出口を決める 

ユーロドル日足チャート 
ボリンジャーバンドとフィボナッチ 
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ファンダメンタルズ 
経済指標の見方とポイント 
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 ファンダメンタルズはその国の金融政策そのもの 

• 織り込み済み度合いでサプライズも 

• 発表前に要人発言などで織り込みが解消されること
も 

• 発表直前にはポジション調整も 

• サプライズと時に後追いは禁物、戻しを狙う 

• 米国指標は速い、大雑把、リバイス 

• 前月比、前年比、トレンドでみる 

 



ファンダメンタルズ 
経済指標の見方とポイント 雇用関連 
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• 注目の雇用統計 

NFPR,失業率、週当たり平均賃金伸び率 

最近の雇用統計の注意点 

労働参加率（悪い・良い失業率） 報酬の伸び 27週
以上の長期失業者 パートタイマー 

毎月12日を含む1週間で6万件調査 

失業率は遅行指標 

ADPはNFPRの先行指標 



ファンダメンタルズ 
経済指標の見方とポイント 物価関連 
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• 物価（インフレ）は金利予測の上で最も重要 

• PPI：価格変動は原材料⇒中間財⇒最終財 

  変動の少ないコアの前月比に注目 

• CPI：都市部中心を調査（８７％） 5万世帯 デパート・スー
パー・小売り店 等サービス価格を重視 最近はメディカルコ
ストも 

 双方、労働コストを参考にする 

• 個人消費支出（PCE)：FRBが半期毎の報告書のインフレ見通
しでPCEコア指数を用いる 消費者の購買変化は考慮しない 

CPIとの違い：対象品目とそのウエイト・計算方法 

長期で見れば同様な動きになる 



ファンダメンタルズ 
経済指標の見方とポイント 住宅関連 
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• 天候に左右されやすい 

• トレンドを判断するには3か月程度の移動平均 

• 家具や家電製品などへの影響大 

• 先行指数の許可件数の98％が実際に着工 



ファンダメンタルズ 
経済指標の見方とポイント 物価関連 
経済指標の見方とポイント 製造業関連 
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• 鉱工業生産はGDPとほぼ同様の振幅 GDPの割合13％程度 

自動車や電気機械 

• 耐久財受注：設備投資の先行指標 航空機を除いた非国防
資本財受注にも注目 

• ISM（非）製造業景気指数：景気転換の景気指標で1か月前と
比較して「良い」、「同じ」、「悪い」の三者択一 50が分岐点 

 



ファンダメンタルズ 
経済指標の見方とポイント 景気個人消費 
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• GDP:国内生産品目の価値を計測 

個人消費支出（7割）、設備投資、住宅投資、在庫投資、財・
サービス純輸出、政府の財。サービス購入 

速報値（翌月末）、暫定値（翌翌月末）、確定値（翌々々月末） 

毎年7月に過去3年の計数改訂される 

• 小売売上：月々よりも3－4カ月のトレンドを追う  

• 消費者信頼感指数：現在の雇用と経済と6カ月後の雇用・経
済・所得の予想 

 



資金管理 
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• 自分のポジションサイズを決める 

無理に大きなポジションを持たない 

 

• 損切レベルを決める 

自動ロスカットや、自分の懐の具合で損切レベルは決めない 

 

• 資金は無くなってもよいと最初からあきらめる額で始める 



リスク管理 
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• 100万円証拠金を1か月間維持するには 

週：25万円 

日：5万円 

ポジションのサイズ 

レバレッジ 

 



商号：ヒロセ通商株式会社 
業務内容：第一種金融商品取引業 
登録番号：近畿財務局長（金商）第41号 
加入協会：金融先物取引業協会会員番号1562 

＜リスク開示＞ 
このセミナーは、情報提供を目的としており、FX取引の勧誘を目的としたものではありません。また、実際の市場動向

とは異なる可能性があり、断定的判断を提供するものでもありません。当該セミナーの内容を予告なく変更する場合も
あります。 

当該セミナーの内容および資料のご利用によりお客様に損失が生じた場合であっても、当社および当該セミナーの講
師（所属会社を含む。）は一切の責任を負いません。お取引につきましては、お客様ご自身の判断と責任において
行っていただきますようお願い申し上げます。 

なお、セミナーに関する著作権は、当社および作成者に属します。お客様の私的使用目的以外での使用、他人への
譲渡や販売または再配信等を行うことはできません。 

＜注意喚起＞ 

店頭外国為替証拠金取引は、元本や利益を保証した金融商品ではなく、為替レートの変動等による損失発生の可能
性があります。さらに、レバレッジ効果（想定元本と比較して少額の資金で大きな取引ができる仕組み）や為替レート
の変動等によって注文（ロスカット注文を含む）が約定しない場合等、元本を上回る損失発生の可能性があります。 

特に、マイナー通貨（流動性の低い通貨）の取引をされる場合、元本以上の損失発生の可能性が高くなります。加え
て、スワップポイント（通貨間の金利差調整額）においては通貨ペアやポジションの状態（売りまたは買い）によっては、
受け取れる場合もあれば、支払わなければならない場合もあります。 

当社は、インターネットを通じて店頭外国為替証拠金取引サービスをご提供しておりますので、お客様のパソコン・イン
ターネット環境や当社のシステムに不具合が生じた場合等、取引ができなくなる可能性があります。また、お客様の取
引の相手方は当社（相対取引）となっており、取引所取引とは異なりますので、契約締結前交付書面をよくお読みいた
だき、内容をご理解の上、ご自身の判断により取引を行っていただきますようお願いいたします。 


